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はじめに

このインストールガイドでは、Oracle Solarisオペレーティングシステムのインス
トールと構成の手順を説明します。

注 – Sun Server X2-4は以前は Sun Fire X4470 M2サーバーという名前でした。この以前
の名前が、まだソフトウェアに表示されることがあります。新しい製品名は、シス
テム機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントは、サーバーシステムを理解しているシステム管理者、ネット
ワーク管理者、およびサービス技術者を対象としています。

■ 5ページの「最新のソフトウェアとファームウェアの入手」
■ 5ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「フィードバック」
■ 6ページの「サポートとアクセシビリティー」

最新のソフトウェアとファームウェアの入手
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシの
ファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連ソフトウェアは、定
期的に更新されています。

手順については、第 3章「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照
してください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。特定のト
ピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報が含まれ
る PDFバージョンを生成するには、HTMLページの左上にある PDFボタンをク
リックします。
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関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracleドキュメント http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X2-4 http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunFireX4170M3

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1 (Sun Server
X2-4ソフトウェアリリース 1.3
以上用)

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Installation
Assistant

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=hia

フィードバック
次でこのドキュメントについてのフィードバックをお送りいただけます。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的な
サポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについて

http://www.oracle.com/

us/corporate/accessibility/index.html

はじめに
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はじめに

この章では、Oracle SolarisオペレーティングシステムをOracleの Sun Server X2-4にイ
ンストールする方法の概要について説明します。

注 – Sun Server X2-4は以前は Sun Fire X4470 M2サーバーという名前でした。この以前
の名前が、まだソフトウェアに表示されることがあります。新しい製品名は、シス
テム機能の変更を示すものではありません。

この章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 7ページの「サポートされるOracle Solarisオペレーティングシステム」
■ 8ページの「Oracle Solarisドキュメントコレクション」
■ 8ページの「インストール時の注意事項」
■ 9ページの「Oracle Solaris 10および 11インストールプログラム」
■ 10ページの「インストールタスクの概要」

サポートされるOracle Solarisオペレーティングシステム
Sun Server X2-4は、次のOracle Solarisオペレーティングシステムをサポートします。

■ Oracle Solaris 11 11/11
■ Oracle Solaris 10 08/11
■ Oracle Solaris 10 9/10

Sun Server X2-4上でサポートされているすべてのオペレーティングシステムの完全な
更新済みの一覧については、Sun x86サーバーのWebサイトにアクセスし、Sun
Server X2-4のページを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-x86/overview/index.html

1第 1 章
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Oracle Solarisドキュメントコレクション
このガイドのインストール手順では、Oracle Solarisのインストールをブートし、開始
する手順の概要を説明しています。Oracle Solarisオペレーティングシステムをインス
トールおよびリブートしたら、利用可能な更新があるかどうかを確認する方法およ
びそのインストール方法についてOracle Solarisのドキュメントで確認します。次の
ドキュメントWebサイトを参照してください。

Oracle Solaris 10の場合は、次のURLを参照してください。http://docs.oracle.com/

cd/E23823_01/index.html

Oracle Solaris 11の場合は、次のURLを参照してください。http://docs.oracle.com/

cd/E23824_01/index.html

インストール時の注意事項
x86サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始する前に、次の重
要な考慮事項を参照してください。

考慮事項 説明 詳細については、次を参照してください。

オペレーティングシス
テムを手動でインス
トールするための
ローカルまたはリ
モートによる配備方法
の選択

オペレーティングシステムは、サポートされる
配備方法のいずれを使用してもインストールで
きます。
■ 内蔵または外付けのストレージデバイスお
よび接続されたKVMSを使用するローカル
インストール。

■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)
リモートコンソール、自動インストーライ
ンストール、カスタム JumpStartインス
トールを使用するネットワークインス
トール。

■ 付録A「サポートされるインストール方
法」、サポートされるインストール方法

■ Oracle Solaris 11システムのインストール
■ カスタムOracle Solaris 11インストールイ
メージの作成

■ Sun Solaris 10 9/10インストールガイド
(ネットワークインストール)

■ Sun Solaris 10 9/10インストールガイド (カ
スタム JumpStart/上級編)

Oracle Solarisドキュメントコレクション
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考慮事項 説明 詳細については、次を参照してください。

RAIDボリュームの作
成

ブートドライブをRAID構成の一部にする場合
は、オペレーティングシステムをインストール
する前に、ドライブでRAIDボリュームを設定
する必要があります。
■ オプションの SGX-SAS6-R-INT-Zホストバ
スアダプタ (HBA)を使用している場合、LSI
統合RAIDコントローラの構成ユーティリ
ティーを使用して、RAIDボリュームを構
成する必要があります。手順について
は、『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵
HBA設置ガイド』および『LSI MegaRAID
SASソフトウェアユーザーガイド』を参照
してください。

■ オプションの SGX-SAS6-INT-Z HBAを使用
している場合、BIOS構成ユーティリ
ティーを使用して、RAIDボリュームを設
定する必要があります。手順について
は、『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBA設
置ガイド』を参照してください。

■ 『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵
HBA設置ガイド』(http://
docs.oracle.com/

cd/E19221-01/index.html)
■ 『LSI MegaRAID SASソフトウェア
ユーザーガイド』(http://www.lsi.com/
sep/Pages/oracle/

sg_x_sas6-r-int-z.aspx)
■ 『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBA設置
ガイド』(http://docs.oracle.com/
cd/E19337-01/index.html)

OSの新規インス
トール時の BIOS設定
の検証

オペレーティングシステムをインストールする
前に、BIOSの出荷時のデフォルトプロパ
ティーに設定されていることを確認するように
してください。

■ 付録 B「新規インストール時の BIOSのデ
フォルト設定」

オプションの追加ソフ
トウェアのインス
トール

オペレーティングシステムのインストールを実
行したあとに、システムに関連のある重要な
Solarisパッチのインストールが必要となる場合
があります。Solarisパッチには、新機能、機能
の強化、および既知の問題に対する修正が含ま
れています。

■ 19ページの「インストール後のタスク」

OSのインストールに
関する最新情報と
パッチの入手

サポートされているオペレーティングシステム
ソフトウェアおよびパッチについては、『Sun
Server X2-4プロダクトノート』を参照してくだ
さい。

■ Sun Server X2-4プロダクトノート

Oracle Solaris 10および11インストールプログラム
Oracle Solaris 10および 11 OSメディアに収録されているOracle Solarisインストールプ
ログラムは、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)を使用して、またはリ
モートコンソールで対話式テキストインストーラとして実行できます。システム要
件については、関連のOracle Solaris OSプロダクトノートを参照してください。

Oracle Solaris 10および 11インストールプログラム
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インストールタスクの概要
Oracle Solarisオペレーティングシステムをインストールするには、次の手順をこの順
番で実行します。

1. Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストールメディアを入手します。
Solarisオペレーティングシステムのインストールメディアはサーバーに付属して
います。

2. の手順に従って、サーバーで使用可能な最新のドライバおよびユーティリ
ティーをダウンロードします。

3. 付録A「サポートされるインストール方法」を参考にして、Oracle Solarisインス
トールを配備するためのインストール方法を選択し設定します。

4. 第 2章「Oracle Solarisのインストール」で説明するように、Oracle Solarisのインス
トールを実行する手順に従います。

5. 19ページの「インストール後のタスク」で説明するように、Oracle Solarisのイン
ストール後のタスクを実行する手順に従います。

インストールタスクの概要
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Oracle Solarisのインストール

この章では、Oracle Solaris 10または 11オペレーティングシステム (OS)を Sun Server
X2-4にインストールする方法について説明します。

この章は、次の項目で構成されています。

■ 11ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したOracle Solaris
10またはOracle Solaris 11 OSのインストール」

■ 16ページの「PXEネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10または 11 OSのイ
ンストール」

■ 19ページの「インストール後のタスク」

インストール済みの Solaris 10または 11 OSイメージを構成する方法について
は、『Sun Server X2-4設置ガイド』の構成手順を参照してください。

Oracle Solaris 10オペレーティングシステムのインストール方法については、http://

docs.oracle.com/cd/E19253-01/index.htmlのOracle Solaris 10情報ライブラリを参照
してください。

Oracle Solaris 11オペレーティングシステムのインストール方法については、http://

docs.oracle.com/cd/E23824_01/index.htmlのOracle Solaris 11情報ライブラリを参照
してください。

ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した
Oracle Solaris 10またはOracle Solaris 11 OSのインス
トール

次の手順では、ローカルメディアまたはリモートメディアからOracle Solaris 10また
は 11オペレーティングシステムのインストールをブートする方法を説明します。こ
の手順では、次のいずれかのソースからインストールをブートすることを前提にし
ています。

2第 2 章
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■ Oracle Solaris 11 11/11インストールメディア
■ Oracle Solaris 11 11/11 ISOブートイメージインストールメディア
■ Oracle Solaris 10 9/10以降のリリースのDVDセット (内蔵または外付けのDVD)
■ Oracle Solaris 10 9/10以降のリリースの ISOブートイメージインストールメディア

注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、16ページの「PXE
ネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10または 11 OSのインストール」で手順を
確認してください。

始める前に
このセクションのインストール手順を開始する前に、次の前提条件を満たしてくだ
さい。

■ オペレーティングシステムをインストールするための該当するインストール前提
条件をすべて満たしている必要があります。これらの前提条件について
は、第 1章「はじめに」を参照してください。

■ インストールを実行する前に、使用するインストール方法 (コンソール、ブート
メディア、インストール先など)を決定して、設定が完了している必要がありま
す。これらの設定に関する要件については、付録A「サポートされるインス
トール方法」を参照してください。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要なタスクを確認して
実行する必要があります。詳細については、19ページの「インストール後のタス
ク」を参照してください。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
したOracle Solaris 10またはOracle Solaris 11 OSの
インストール

インストールメディアをブートできることを確認します。

■ 配布DVDの場合。ローカルまたはリモートのDVDドライブに Solaris 10または 11
DVDを挿入します。

■ ISOイメージを使用する場合。ISOイメージが使用可能であり、Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションが最初の ISOイメージの場所を認識している
ことを確認します。

インストールメディアを設定する方法の詳細については、付録A「サポートされる
インストール方法」を参照してください。

1
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サーバーの電源をリセットします。

注 –次の手順では、Oracle ILOM 3.1コマンド構文を使用します。Oracle ILOM 3.0を使
用している場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30でOracle
ILOM 3.0ドキュメントコレクションを参照してください。

例:

■ Oracle ILOM Webインタフェースから、ナビゲーションツリーの「Host
Management」>「Power Control」を選択します。次に、「Select Action」リスト
ボックスから「Reset」を選択して、「Save」をクリックします。

■ ローカルサーバーから、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを押して (約 1
秒)サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れ
ます。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します。reset /System

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次のステップでは集中する必要がありま
す。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。

2
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BIOS画面で F8キーを押して、Solarisインストール用の一時ブートデバイスを指定し
ます。
「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

「Boot Device」メニューで、最初の (一時)ブートデバイスとして外付けまたは仮想
DVDデバイスを選択して、Enterキーを押します。
手順 3で表示されるサンプル「Boot Device」メニューで、仮想DVDデバイスを最初
のブートデバイスとして指定します。

注 – Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用して、リダイレクトさ
れた DVDから Solarisのインストールを実行する場合は、「AMI Virtual CDROM」を選
択します。この項目は、リダイレクトされたDVDからインストールを実行するとき
に、「Boot Device」メニューのオプションとして表示されます。

「GRUB」メニューが表示されます。次のサンプル画面は、Oracle Solaris 11 GRUBメ
ニューを反映しています。Oracle Solaris 10をインストールしている場合、システム
のGRUBメニューは異なります。

GNU GRUB version .97 (639K lower / 2078660K upper memory)

Oracle Solaris 11 11/11

Oracle Solaris 11 11/11 ttya

Oracle Solaris 11 11/11 ttyb

Boot from Hard Disk

GRUBメニューで、上または下矢印キーを使用して、表示オプションを選択します。
例:

■ Oracle Solaris 11の場合、「Oracle Solaris 11 11/11」を選択し、Enterキーを押し
ます。

3
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注 –画面の出力をシリアルコンソールに表示するには、「Oracle Solaris 11 11/11

ttya」を選択します。

注 – Oracle Solaris 11 LiveCDまたは LiveCDイメージを使用して、Oracle Solaris 11 OS
をインストールしている場合、CDにログインするように求められることがあり
ます。ユーザー名とパスワードはどちらも jackです。rootのパスワードは
solarisです。

手順 6に進みます。

■ Oracle Solaris 10の場合、「Solaris_10 os」を選択し、Enterキーを押します。
Solarisディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「Install Type」メニューが表示されます。

「Install Type」メニューで、上および下矢印キーを使用して、インストールの実
行に使用するインタフェースの種類を選択し、Enterキーを押します。

注 –インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合
は、「GRUB」メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シ
リアルコンソールをサポートするには、カーネル行のブートフラグに
console=ttyaを追加します。

手順 6に進みます。

画面のメッセージに従って、Oracle Solarisのインストールを完了し、必要な場合
は、Oracle Solarisのドキュメントを参照して詳細情報を確認します。
インストールが完了すると、システムが自動的にリブートし (前の構成手順でこのオ
プションを選択した場合)、Oracle Solarisのログインプロンプトが表示されます。

注 –インストール完了時に自動的にリブートするようにシステムを構成しなかった場
合は、システムを手動でリブートしてください。

19ページの「インストール後のタスク」に進み、Solarisのインストール後のタスク
を実行します。

6
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PXEネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10または
11 OSのインストール

次の手順では、PXEネットワーク環境からOracle Solaris 10またはOracle Solaris 11オ
ペレーティングシステムインストールをブートする方法について説明します。この
手順では、次のいずれかのソースからインストールメディアをブートすることを前
提にしています。

■ Oracle Solaris 11 11/11インストールメディア
■ Oracle Solaris 11 11/11 ISOブートイメージまたは自動インストーライメージインス
トールメディア

■ Oracle Solaris 10 9/10 DVDセット (内蔵または外付けのDVD)
■ Oracle Solaris 10 9/10 ISOブートイメージまたは Solaris JumpStartイメージインス
トールメディア

注 –自動インストーラと JumpStartは、複数のサーバーにはじめてOracle Solarisオ
ペレーティングシステムをインストールし、構成するための多くの手動のタスク
を自動化します。JumpStartイメージの使用方法については、『Solaris 10 9/10イン
ストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。自動インス
トーラの詳細については、『Oracle Solaris 11システムのインストール』を参照し
てください。

始める前に
Oracle Solaris 10またはOracle Solaris 11 PXEインストールを開始するには、次の要件
を満たしている必要があります。

■ PXEを使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、次
のタスクを完了しておくようにしてください。
■ インストールをエクスポートするように PXEブートインストールサーバーを
設定します。

注 –複数のDHCPサーバーが存在するサブネットを経由した場合、PXEネット
ワークブートは正常に機能しません。このため、インストール対象のクライア
ントシステムを含むサブネットでは、ただ 1つのDHCPサーバーを設定する必
要があります。

■ Sun Server X2-4のMACネットワークポートアドレスを、PXEブートインス
トールサーバーでクライアントシステムとして構成します。

PXEネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10または 11 OSのインストール
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ネットワークからOracle Solaris 10を設定およびインストールする方法について
は、『Solaris 10 9/10インストールガイド (ネットワークインストール)』を参照し
てください。ネットワークからOracle Solaris 11を設定およびインストールする方
法については、『Oracle Solaris 11システムのインストール』:「インストール
サーバーを使用したインストール」を参照してください。

■ インストールメディアソースが自動インストーラまたは JumpStartインストール
イメージである場合、イメージを正しく準備し、インストールに備える必要があ
ります。このガイドでは、自動インストーラまたは JumpStartインストールの正
しい設定と配備の方法については説明しません。

Oracle Solaris JumpStartイメージの作成方法については、『Solaris 10 9/10インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。カスタム
Oracle Solaris 11インストールイメージの作成の詳細については、『カスタム
Oracle Solaris 11インストールイメージの作成』を参照してください。

次に示す手順の完了後、この章で後述するインストール後に必要なタスクを確認し
て実行する必要があります。詳細については、19ページの「インストール後のタス
ク」を参照してください。

▼ ネットワークPXEブートを使用したOracle Solaris
10または11 OSのインストール
PXEネットワーク環境が正しく設定され、Oracle Solarisのインストールメディアを
PXEブートで使用できることを確認します。
詳細は、16ページの「始める前に」を参照してください。

サーバーの電源をリセットします。

注 –次の手順では、Oracle ILOM 3.1コマンド構文を使用します。Oracle ILOM 3.0を使
用している場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30でOracle
ILOM 3.0ドキュメントコレクションを参照してください。

例:

■ Oracle ILOM Webインタフェースから、ナビゲーションツリーの「Host
Management」>「Power Control」を選択します。次に、「Select Action」リスト
ボックスから「Reset」を選択して、「Save」をクリックします。

■ ローカルサーバーから、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを押して (約 1
秒)サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れ
ます。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します。reset /System

1
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BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次のステップでは集中する必要がありま
す。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。

BIOS画面で、F8キーを押して、一時ブートデバイスを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

「Boot Device」メニューで、適切なPXEブートポートを選択して、Enterキーを押し
ます。

PXEブートポートは、ネットワークインストールサーバーと通信するように構成さ
れた物理ネットワークポートです。

「GRUB」メニューが表示されます。次のサンプル画面は、自動インストーラのイン
ストール時のOracle Solaris 11 PXE GRUBメニューを表しています。Oracle Solaris 10を
インストールしている場合、システムのGRUBメニューは異なります。
GNU GRUB version .97 (639K lower / 2078660K upper memory)

Oracle Solaris 11 11/11 Text Installer and command line

Oracle Solaris 11 11/11 Automated Install

GRUBメニューで、上または下矢印キーを使用して、自動インストールを選択しま
す。

3
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注 –デフォルトの GRUBメニューエントリ「Text Installer and command line」はハ
ンズフリーインストールを起動せずにイメージをブートします。このオプションの
詳細については、Oracle Solaris 10または 11のドキュメントを参照してください。

例:

■ Oracle Solaris 11の場合、「Oracle Solaris 11 Automated Install」を選択し、Enter
キーを押します。

■ Oracle Solaris 10の場合、「Solaris_10 os」を選択し、Enterキーを押します。
Solarisディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「Install Type」メニューが表示されます。

「Install Type」メニューで、上および下矢印キーを使用して、インストールの実
行に使用するインタフェースの種類を選択し、Enterキーを押します。

注 –インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合
は、「GRUB」メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シ
リアルコンソールをサポートするには、カーネル行のブートフラグに ,console =

ttyaを追加します。

画面のメッセージに従って、Oracle Solarisのインストールを完了し、必要な場合
は、Oracle Solarisのドキュメントを参照して詳細情報を確認します。
インストールが完了すると、システムが自動的にリブートし (前の構成手順でこのオ
プションを選択した場合)、Oracle Solarisのログインプロンプトが表示されます。

注 –インストール完了時に自動的にリブートするようにシステムを構成しなかった場
合は、システムを手動でリブートしてください。

19ページの「インストール後のタスク」に進み、Solarisのインストール後のタスク
を実行します。

インストール後のタスク
Oracle Solarisオペレーティングシステムをインストールおよびリブートしたら、利用
可能な更新があるかどうかを確認する方法およびそのインストール方法について
Oracle Solarisのドキュメントで確認します。次のドキュメントWebサイトを参照し
てください。

Oracle Solaris 10の場合は、次のURLを参照してください。http://docs.oracle.com/

cd/E23823_01/index.html
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Oracle Solaris 11の場合は、次のURLを参照してください。http://docs.oracle.com/

cd/E23824_01/index.html
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

■ 21ページの「ファームウェアとソフトウェアの更新」
■ 22ページの「ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション」
■ 22ページの「入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」
■ 23ページの「ファームウェアとソフトウェアへのアクセス」
■ 27ページの「更新のインストール」

ファームウェアとソフトウェアの更新
サーバー用のハードウェアドライバやツールなどのファームウェアおよびソフト
ウェアは、定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可
能になります。ソフトウェアリリースは、サーバー用の使用可能なファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、ユーティリティーをすべて含んだ一連のダウン
ロード (パッチ)です。これらはすべてまとめてテストされています。ダウンロード
に含まれるReadMeドキュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点お
よび変更されていない点について説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なり次第、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が含
まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。

ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。
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ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
次のオプションのいずれかを使用して、使用するサーバー用の最新ファームウェア
およびソフトウェアセットを入手します。

■ Oracle Hardware Installation Assistant – Oracle Hardware Installation Assistantは Sun
Server X2-4の出荷時にインストール済みの機能で、サーバーファームウェアおよ
びソフトウェアを簡単に更新できるようにします。

■ Oracle Hardware Installation Assistantの詳細については、『Oracle Hardware
Installation Assistant 2.5ユーザーガイド x86サーバー版』(http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=hia)を参照してください。

■ My Oracle Support –すべてのシステムファームウェアおよびソフトウェアは、My
Oracle Support Webサイトから入手できます。

My Oracle Support Webサイトで入手可能なものの詳細については、http://

support.oracle.comを参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする方法の手順につ
いては、23ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフト
ウェアのダウンロード」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。

詳細は、24ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでは、ダウンロードは製品ファミリ、製品、およびバージョン別に
グループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含
まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれます。

次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらは物理メディアのリクエスト (PMR)
によってリクエストすることもできます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
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パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードする
タイミング

X4470 M2 SERVER SW 1.3 –
ILOM_AND_BIOS

Oracle ILOMおよび BIOS。 最新のプラットフォーム
ファームウェアが必要です。

X4470 M2 SERVER SW 1.3 –
ORACLE_HARDWARE_INSTAL
LATION_ASSISTANT

Oracle Hardware Installation
Assistantの回復と ISO更新イ
メージ。

Oracle Hardware Installation
Assistantを手動で回復するか
更新する必要があります。

X4470 M2 SERVER SW 1.3 –
TOOLS_DRIVERS_AND_FIRMW
ARE_DVD

ツールおよびドライバおよび
プラットフォームファーム
ウェアが含まれます。この
DVDイメージにはOracle VTS
は含まれません。

システムファームウェアとOS
固有のソフトウェアの組み合
わせを更新する必要がありま
す。

X4470 M2 SERVER SW 1.0 –
DIAGNOSTICS

Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必
要です。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストする方法について説明します。次を参照してください。

■ 23ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウ
ンロード」

■ 24ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソ
フトウェアのダウンロード

Webサイト http://support.oracle.comにアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、目的の製品が表示されるまで製品名のすべてまたは一部 (Sun Server X2-4
など)を入力します。
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「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

使用可能なすべてのソフトウェアリリースを表示するには、フォルダを展開しま
す。

「検索」をクリックします。

ソフトウェアリリースは、ダウンロード (パッチ)のセットで構成されます。

入手可能なダウンロードについての詳細は、22ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。

パッチを選択するには、パッチ名の横にあるチェックボックスをクリックしま
す。(Shiftキーを使用すると複数のパッチを選択できます。)

アクションパネルがポップアップ表示されます。このパネルには複数のアクション
のオプションが表示されます。

更新をダウンロードするには、ポップアップパネルの「ダウンロード」をクリック
します。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイルをク
リックします。

パッチファイルがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリクエスト
(PMR)で最新のソフトウェアリリースを入手できます。

次の表に、物理メディアをリクエストするためのハイレベルタスク、および詳細情
報の入手先のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストに必要な情報を収集します。 25ページの「物理メディアのリクエスト用の情報
を収集する」

オンラインまたはOracleサポートに電話して
物理メディアをリクエストします。

25ページの「物理メディアのリクエスト (オンラ
イン)」

26ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」
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物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。

■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新のソフトウェアリリースおよびリクエストしているダウンロード
パッケージ (パッチ)の名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなりま
す。
■ My Oracle Supportにアクセス可能な場合 – 23ページの「My Oracle Supportを使
用したファームウェアとソフトウェアのダウンロード」に記載された手順に
従って、最新のソフトウェアリリースを確認して、入手可能なダウンロード
(パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあと、ダウンロード手順を
続行しない場合は「パッチ検索結果」ページからほかのページに移動できま
す。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 – 22ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」に記載された情報を参照して、目的のパッケージ
を確認し、最新のソフトウェアリリース向けのパッケージをリクエストしま
す。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、25ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載の情報を収集してください。

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上の「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。
ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、「Sun Server X2-4 の最新ソフト
ウェアリリースの PMR」と入力します。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

始める前に

1

2

3

4

5
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質問 回答

メディアの入手をご希望ですか。 はい

どちらの製品ラインのメディアをご希望で
しょうか。

Sun製品

パッチをダウンロードするためのパスワード
に関する問い合わせでしょうか。

いいえ

CDやDVDでパッチをご希望ですか。 はい

パッチをCDやDVDでご希望の場合、パッチ
の番号、OSとプラットフォームをお知らせく
ださい。

希望するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力してください。

ご希望の製品名とバージョンをお知らせくだ
さい。

製品名: Sun Server X2-4

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号

希望されているメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「一般」と
入力します。

メディアに言語は必要ですか。 いいえ

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。

情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、25ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載の情報を収集してください。

次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。

http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html
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Oracleサポート部門に、Sun Server X2-4の物理メディアのリクエスト (PMR)を行いた
い旨を知らせます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアのリリース情報にアクセスできない場合は、Sun Server X2-4の最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。

更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェアの更新のインストールに関す
る情報を提供します。

■ 27ページの「ファームウェアのインストール」
■ 28ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアのインストール
更新されたファームウェアは、次のいずれかの方法でインストールできます。

■ Oracle Hardware Installation Assistant – Oracle Hardware Installation Assistantは
Oracleから最新のファームウェアをダウンロードし、インストールできます。

■ Oracle Hardware Installation Assistantの詳細については、『Oracle Hardware
Installation Assistant 2.5ユーザーガイド x86サーバー版』(http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=hia)を参照してください。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerでは、Oracle
から自動的に最新のファームウェアをダウンロードするか、Enterprise Controller
内にファームウェアを手動でロードできます。どちらの場合も、Ops Centerが 1
つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシ上にファームウェアをイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用すると、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30のOracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.0ドキュメントライブラリを参照してください。
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Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1のドキュメントライブラリは
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31でアクセスできます。

ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ JumpStartや自動インストーライメージなどのその他の配備メカニズム。
詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

更新のインストール
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サポートされるインストール方法

サーバーにOracle Solarisオペレーティングシステムをインストールする最適な方法
を決定するには、この付録で説明している次の内容を検討してください。

■ 29ページの「コンソール出力」
■ 31ページの「インストールブートメディア」
■ 34ページの「インストール先」

コンソール出力
表A–1に、オペレーティングシステムをインストールする際の出力と入力を表示す
るためのコンソールを一覧表示します。

A付 録 A
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表 A–1 OSインストールを実行する際のコンソールオプション

コンソール 説明 設定要件

ローカルコン
ソール

ローカルコンソールをサーバー SP
に直接接続することにより、OSの
インストールやサーバーの管理を実
行できます。

ローカルコンソールの例として、次
のものがあります。
■ シリアルコンソール
■ VGAコンソール (USB
キーボードおよびマウスを使用)

1. ローカルコンソールをサーバーに接続します。
詳細は、『Sun Server X2-4設置ガイド』の「サーバーへ
のケーブルの接続」を参照してください。

2. Oracle ILOMプロンプトで、Oracle ILOMユーザー名とパ
スワードを入力します。

3. シリアルコンソール接続の場合のみ、start

/SP/consoleと入力して、ホストのシリアルポートとの
接続を確立します。
ビデオ出力がローカルコンソールに自動的にルーティン
グされます。

サーバー SPとの接続の確立方法については、http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31にあるOracle
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブ
ラリを参照してください。

Oracle ILOM 3.0を使用している場合は、http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30にあるOracle
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0のドキュメントライ
ブラリにアクセスできます。

コンソール出力
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表 A–1 OSインストールを実行する際のコンソールオプション (続き)
コンソール 説明 設定要件

リモートコン
ソール

サーバー SPへのネットワーク接続
を確立することにより、リモートコ
ンソールからOSのインストールや
サーバーの管理を行うことができま
す。

リモートコンソールの例には、次の
ものがあります。
■ Oracle ILOMリモートコン
ソールアプリケーションを使用
したWebベースのクライアント
接続

■ シリアルコンソールを使用した
SSHクライアント接続

1. サーバー SPの IPアドレスを確立します。
詳細は、『Sun Server X2-4設置ガイド』を参照してくだ
さい。

2. リモートコンソールとサーバー SPの間の接続を確立し
ます。
Webベースのクライアント接続の場合は、次の手順を
実行します。1) Webブラウザにサーバー SPの IPアドレ
スを入力します。2) Oracle ILOM Webインタフェースに
ログインします。3) Oracle ILOMリモートコンソールを
起動して、ビデオ出力をサーバーからWebクライアン
トにリダイレクトします。4)「Device」メニューでデバ
イスの切り替え (マウス、キーボードなど)を有効にしま
す。
SSHクライアント接続の場合は、次の手順を実行しま
す。1)シリアルコンソールからサーバー SPへの SSH接
続を確立します (ssh root@ILOM_SP_ipaddress)。2) Oracle
ILOMコマンド行インタフェースにログインします。3)
start /SP/consoleと入力してサーバーから SSHクライ
アントへシリアル出力をリダイレクトします。

ILOM SPへのリモート接続の確立や ILOMリモートコン
ソールの使用については、Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0または 3.1のドキュメントライブラリを
参照してください。

インストールブートメディア
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカル
またはリモートのインストールメディアソースをブートします。表A–2に、サ
ポートされているメディアソースおよび各ソースのセットアップ要件を示します。

インストールブートメディア
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表 A–2 OSインストール実行のためのブートメディアオプション

インストールメディア 説明 設定要件

ローカルブートメ
ディア

ローカルブートメディアに
は、サーバー上の組み込み型スト
レージデバイスまたはサーバーに接続
された外付けのストレージデバイスが
必要です。

サポートされているOSのローカル
ブートメディアソースには、次のもの
があります。
■ CD/DVD-ROMまたはUSBインス
トールメディア、および該当する
場合はフロッピーデバイスドライ
バメディア

1. 使用しているサーバーに組み込み型ストレージデバイ
スがない場合は、サーバーの前面または背面のパネル
に適切なストレージデバイスを接続します。

2. ローカルデバイスをサーバーに接続する方法について
は、『Sun Server X2-4設置ガイド』の「サーバーへの
ケーブルの接続」を参照してください。

インストールブートメディア
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表 A–2 OSインストール実行のためのブートメディアオプション (続き)
インストールメディア 説明 設定要件

リモートブートメ
ディア

リモートメディアでは、ネットワーク
を介してインストールをブートする必
要があります。ネットワークインス
トールは、リダイレクトされたブート
ストレージデバイスか、Pre-boot
eXecution Environment (PXE)を使用し
てネットワーク上にインストールをエ
クスポートする別のネットワークシス
テムから開始できます。

リモートストレージデバイスからブートメディアをリダ
イレクトするには、次の手順を実行します。
1. ブートメディアを、次のようなストレージデバイスに
挿入します。
CD/DVD-ROMの場合、内蔵または外付け
CD/DVD-ROMドライブにメディアを挿入します。
CD/DVD-ROM ISOイメージの場合、ネットワーク共
有された場所で ISOイメージがすぐに利用できること
を確認します。
デバイスドライバフロッピーメディア (該当する場合)
の場合、フロッピーメディアを外付けのフロッピード
ライブに挿入します。
デバイスドライバフロッピーの ISOイメージの場
合、ISOイメージが (該当する場合)ネットワーク共有
された場所またはUSBドライブ上ですぐに利用でき
ることを確認します。

2. サーバーOracle ILOM SPへのWebベースのクライア
ント接続を確立し、Oracle ILOMリモートコンソール
アプリケーションを起動します。詳細は、表A–1に示
すWebベースのクライアント接続に関する設定要件
を参照してください。

3. Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーション
の「Devices」メニューで、次のようなブートメディア
の場所を指定します。
CD/DVD-ROMブートメディアの場合
は、「CD-ROM」を選択します。
CD/DVD-ROM ISOイメージブートメディアの場合
は、「CD-ROM Image」を選択します。
フロッピーデバイスドライバブートメディアの場合
は、「Floppy」を選択します (該当する場合)。
フロッピーイメージのデバイスドライバブートメ
ディアの場合は、「Floppy Image」を選択します (該当
する場合)。

Oracle ILOMリモートコンソールの詳細は、Oracle
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0または 3.1のド
キュメントライブラリを参照してください。

サポートされているOSのリモートメ
ディアソースには、次のものがありま
す。
■ CD/DVD-ROMインストールメ
ディア、および該当する場合はフ
ロッピーデバイスドライバメ
ディア

■ CD/DVD-ROMの ISOインストール
イメージ、および該当する場合は
フロッピーの ISOデバイスドライ
バメディア

■ 自動インストールイメージ (PXE
ブートが必要)

インストールブートメディア
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表 A–2 OSインストール実行のためのブートメディアオプション (続き)
インストールメディア 説明 設定要件

リモートブートメ
ディア (続き)

注 –自動インストールイメージを使用
すると、複数のサーバーでOSのイン
ストールを実行できます。自動イ
メージを使用すると、複数のシステム
間で構成を統一できます。自動インス
トールでは、PXE (Pre-boot eXecution
Environment)テクノロジを使用するこ
とで、クライアントはオペレーティン
グシステムなしでオペレーティングシ
ステムのインストールを実行する自動
インストールサーバーにリモートで
ブートできます。

PXEを使用してインストールを実行するには、次の手順
を実行します。
1. PXEブート経由でインストールをエクスポートするよ
うにネットワークサーバーを構成します。

2. OSインストールメディアを PXEブートで利用できる
ようにします。
自動OSインストールイメージを使用する場合は、次
のような自動OSインストールイメージを作成する必
要があります。
- Solaris自動インストーライメージ
- Solaris JumpStartイメージ
インストールのセットアッププロセスを自動化する方
法については、オペレーティングシステムのドキュメ
ントを参照してください。

3. インストールメディアをブートするには、一時ブート
デバイスとして PXEブートインタフェースカードを
選択します。

インストール先
表A–3に、オペレーティングシステムのインストールに使用できる、サポートされ
るインストール先を示します。

表 A–3 OSインストールのインストール先

インストール先 説明 設定要件 サポートされるOS

ローカルハード
ディスクドライブ
(HDD)

または

Solid State Drive
(SSD)

サーバーに取り付けられている
ハードディスクドライブまたは半
導体ドライブはどれでも、オペ
レーティングシステムのインス
トール先として選択できます。

HDDまたは SSDがサーバーに正しく取り
付けられていて、電源が入っていることを
確認します。

HDDまたは SSDの取り付けおよび電源の
投入方法については、『Sun Server X2-4
サービスマニュアル』を参照してくださ
い。

付録C「サポート
されているオペ
レーティングシス
テム」に示す、サ
ポートされている
すべてのオペ
レーティングシス
テム。

インストール先
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表 A–3 OSインストールのインストール先 (続き)
インストール先 説明 設定要件 サポートされるOS

ファイバチャネル
(FC) Storage Area
Network (SAN)デ
バイス

ファイバチャネル PCIeホストバス
アダプタ (HBA)を備えた
サーバーでは、オペレーティング
システムを外付けの FCスト
レージデバイスにインストールす
ることも選択できます。

■ サーバーに FC PCIe HBAが正しく取り
付けられていることを確認します。
サーバーへの PCIe HBAオプションの取
り付け方法については、『Sun Server
X2-4サービスマニュアル』を参照して
ください。

■ ホストでストレージを認識できるよう
に SANを設置および構成します。
手順については、FC HBAに付属のド
キュメントを参照してください。

付録C「サポート
されているオペ
レーティングシス
テム」に示す、す
べてのオペ
レーティングシス
テム。

インストール先
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新規インストール時の BIOSのデフォル
ト設定

ハードディスクドライブまたは半導体ドライブに新しいオペレーティングシステム
をインストールする場合は、オペレーティングシステムのインストールを実行する
前に、次の BIOS設定が適切に構成されていることを確認するようにしてください。

■ システム時間
■ システム日付
■ ブート順序

BIOSの出荷時デフォルト設定の確認
BIOS設定ユーティリティーでは、必要に応じて設定を表示および編集するだけでな
く、最適なデフォルト値を設定できます。BIOS設定ユーティリティーで変更した設
定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されます。

F2キーを使用してシステムの BIOS設定を表示または編集できるほか、BIOSの起動
中に F8キーを使用することで、一時ブートデバイスを指定できます。F8キーを使用
して一時ブートデバイスを設定した場合、この変更は現在のシステムブートのみで
有効です。一時ブートデバイスでブートしたあとは、F2キーで指定した常時ブート
デバイスが有効になります。

始める前に
BIOS設定ユーティリティーにアクセスする前に、次の要件を満たしていることを確
認します。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD)または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD)が搭載されています。

■ HDDまたは SDDがサーバーに適切に設置されています。詳細は、『Sun Server
X2-4サービスマニュアル』を参照してください。

B付 録 B
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■ サーバーへのコンソール接続が確立されています。詳細は、表A–1を参照してく
ださい。

▼ 新規インストール時のBIOS設定の表示または編
集

サーバーの電源をリセットします。

注 –次の手順では、Oracle ILOM 3.1コマンド構文を使用します。Oracle ILOM 3.0を使
用している場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30でOracle
ILOM 3.0ドキュメントコレクションを参照してください。

例:

■ ILOM Webインタフェースのナビゲーションツリーで、「Management」>「Power
Control」を選択します。次に、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選
択して、「Save」をクリックします。

■ ローカルサーバーから、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを押して (約 1
秒)サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れ
ます。

■ サーバー SPの ILOM CLIで「reset /System」と入力します。

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

出荷時のデフォルト値に設定するために、次を実行します。

a. F9を押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。

メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL」を選
択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enterキーを押します。

BIOS設定ユーティリティー画面が表示され、システム時間フィールドの最初の値
でカーソルが強調表示されます。

1

2

3

BIOSの出荷時デフォルト設定の確認
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BIOS設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時間またはシステム日
付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。

上下の矢印キーを使用して、システムの時間と日付の選択を変更します。

b. 強調表示されたフィールドの値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+)を押すと、表示されている現在の値が増加します

■ マイナス (-)を使用すると、現在表示されている値が減少します

■ Enterを押すと、カーソルが次の値フィールドに移動します

ブート設定にアクセスするには、「Boot」メニューを選択します。

「Boot Settings」メニューが表示されます。

「Boot Settings」メニューで、下矢印キーを使用して「Boot Device Priority」を選択
し、Enterを押します。

「Boot Device Priority」メニューが表示され、認識されているブートデバイスの優先
順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、ブートの優先度がもっとも高いデ
バイスです。

「Boot Device Priority」メニューで次の手順を実行して、リストの最初のブートデバ
イスエントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enterを押します。

b. 「Options」画面で、上矢印キーと下矢印キーを使用してデフォルトの常時ブート
デバイスを選択し Enterキーを押します。

「Boot」メニューおよび「Options」メニューに表示されるデバイス文字列は、デ
バイスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID文字列の形式です。

注 –変更する各デバイス項目に対して手順 7aおよび 7bを繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスのブート順を変更できます。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

または、「Exit」メニューで「Save」を選択して変更を保存し、BIOS設定ユーティリ
ティーを終了することもできます。変更を保存して設定を終了することを確認する
メッセージが表示されます。メッセージのダイアログで「OK」を選択して、Enter
キーを押します。

4

5

6

7

8

BIOSの出荷時デフォルト設定の確認
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注 – Oracle ILOMリモートコンソールを使用している場合、F10はローカルOSにト
ラップされます。このため、「Remote Console」ウィンドウの上部にあ
る「Keyboard」ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があ
ります。

BIOSの出荷時デフォルト設定の確認
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サポートされているオペレーティングシ
ステム

この付録の表C–1では、このドキュメントの発行時に Sun Server X2-4でサポートさ
れているオペレーティングシステムについて説明します。

Sun Server X2-4でサポートされているオペレーティングシステムの最新リストについ
ては、Sun x86サーバーのWebサイトにアクセスして、Sun Server X2-4のページに移
動してください。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-x86/overview/index.html

サポートされているオペレーティングシステム
Oracleの Sun Server X2-4は次のオペレーティングシステムまたは後続のオペ
レーティングシステムのリリースのインストールと使用をサポートしています。

表C–1 サポートされているオペレーティングシステム

オペレーティングシ
ステム サポートされているバージョン 追加情報

Oracle Solaris ■ Oracle Solaris 11 11/11
■ Oracle Solaris 10 08/11
■ Oracle Solaris 10 9/10

■ Sun Server X2-4 Oracle
Solarisオペ
レーティングシステ
ムインストールガイ
ド

Oracle仮想マシン
ソフトウェア

■ Oracle VM 2.2.1 - 3.0.3 ■ Sun Server X2-4 Oracle
VMソフトウェアイ
ンストールガイド

C付 録 C
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表 C–1 サポートされているオペレーティングシステム (続き)
オペレーティングシ
ステム サポートされているバージョン 追加情報

Linux Oracle Linux 5.5 - 6.2 (64ビット)

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linux 5.6 - 6.1

Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 5.5 - 6.0 (64ビット)

SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1 (64ビット)

SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP2 (64ビット)

■ Sun Server X2-4 Linux
オペレーティングシ
ステムインストール
ガイド

Windows ■ Microsoft Windows Server 2008 SP2、Standard Edition
(64ビット)

■ Microsoft Windows Server 2008 SP2、Enterprise
Edition (64ビット)

■ Microsoft Windows Server 2008 SP2、Datacenter
Edition (64ビット)

■ Microsoft Windows Server 2008 R2、SP1 (64ビット)
■ Microsoft Windows Server 2008 R2、Standard Edition

(64ビット)
■ Microsoft Windows Server 2008 R2、Enterprise

Edition (64ビット)
■ Microsoft Windows Server 2008 R2、Datacenter

Edition (64ビット)

■ Sun Server X2-4
Windowsオペ
レーティングシステ
ムインストールガイ
ド

サポートされているオペレーティングシステム
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